


創業 
 1895年（明治28年：115年前） 
 島津製作所内に標本部が設置 
 
当時の事業内容 
 人体解剖模型 
 動物・植物・鉱物標本の製作 
当時の社会背景 
 科学立国として理科教育の振興を図る 
 
昭和23年 
 株式会社 京都科学設立 
 現在は主に看護・医学教育においての 
 教材を、開発～販売  
 



 人体解剖模型 
                   医療画像診断用ファントム 

 
 
 
 
 
 

 医療教育用シミュレータ 
 
 
 





 採血・静注シミュレータ“シンジョーⅡ” 
 装着式採血静注練習キット“かんたんくん”  
 吸引シミュレータ Qちゃん 
 万能型成人実習モデル“さくらⅡ” 
 男性導尿、女性導尿、清拭・浣腸トレーニングモデル 
 フィジカルアセスメントモデル“Physiko” 

 

医療の安全・質を確保するためには、 
侵襲的手技のトレーニングが必要不可欠である 



フィジカルアセスメントモデル 
“Physiko” 

 
コンセプト 

はじめて患者さんに会った時、まず何をどう始めましょうか？ 
問診・瞳孔の確認・血圧・脈拍・心音・呼吸音・腸音・心電図 
隠れた重要な疾患を見逃さないためにあなたが今できること。 



 



  



いつでも、だれでも、おなじ条件で、繰り返しト
レーニングができる。 

おなじ条件なので、公平な評価ができる。 
簡単には出会えない病状を体感できる。 
侵襲的な手技の訓練ができる。 
失敗を経験することができる。 
他にもいろいろ・・・・ 





グローバルウェブサイト 



①獣医学で求められる仕様の確認 
②製作可否の判断と製作費用試算 

全くの新規製作 
または 

既存製品の応用製作 
例えば・・・ 





 
 
 
 

ご清聴ありがとうございました 
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